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三浦半島の野比層から産出した貝殻の 14c年代

松 ，島 義
ヱピヱニ
耳主

The Radio-carbon Ages of the Molluscan Remains 

from the Nobi Formation, Miura Peninsula 

y oshiaki MATSUSHIMA 

The radio carbon dating was made for the molluscan shells collected from th巴

Nobi formation distributed in the Nagahama River, Miura Peninsula at the entra-

nce of Tokyo Bay. 

The dating shows the age of the lower mud bed as ca. 8000y. B. P., the early 

stage of the Holocene transgresion. 

筆者は先に三浦半島南部の三浦海岸沿いに分布する沖積統の野比層の層序や貝化石内容

を記載した（松島，1976）。今回，その後の調査などで採集した地点の員化石を用いて， 14

C法による絶対年代が測定されたのでその測定値を報告し， 併せて得られた年代の地質学

上の意義について若干の検討を試みる。

1.記載

試料1

測定値： 7940士230y.B. P. (5990 B. C.) 

測定番号 ：Gak-6327

測 定 者 ：木越邦彦

測定試料：マガキ Crassostアeagigas (THUNBERG) 

採集年月 ：1975年12月6日

採集 者 ：松島義章

採集地 ・横須賀市長沢 長浜JII （長沢川ともよぶ〉上流左岸（松島， 1976.p. 141武

l上lEc4）， 北緯35°12'15ぺ 東経139°40'49"

試料の産状 ：試料に使ったマガキは， 長浜川護岸工事の際， 長浜川左岸を掘削して現わ

れた腐植物を多く含む晴青灰色粘土層より産出した〔第2図〉。マガキは数個体の集った小

群からなり，海抜＋7.5～ 十8.8m聞に点在する。 共産種はマガキの殻に付着したナミマガ

シワ Anomia chinensis PHILIPPIとイボウミ ニナ Batillariazonal is ( BRucurnRE），カ

ワアイ Cerithideadjadjariensis MARTINである（松島，1976）。非常に単純な種構成

よりなる小規模なカキ礁といえる。 化石の産状からみて本地点が長浜川沿いに形成された

入江のp 湾奥部の潮間帯に位置していたことを示唆している。
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第1図 14 c年代測定試料の貝化石
採集地点

Xl：長浜川上流左岸武山Ec4地

点 〔松島，1976〕

X2：三浦海岸武山EclO地点（松

島，1976)

X3：長浜川河口近くの右岸武山

Ec5地点 （Yonekura, 1975; 

刊 Om 松島，1976〕

A B：長浜川 沿いの士山質断面（第

4図〉

この露頭は＋11.5mまで腐植物を多く 含む粘土層が分布し， それより上位は黒褐色砂質

シルト層で腐植物が多量に混入する。貝殻が含まれる明らかな海成層の上限は＋8.3mまで

確認できる。一方，実際の海成層の上限は岩相の連続性から考えて，ここでは一応＋11.5 

mと推定する。

試料2

測 定値 ・8010土230y.B. P. (6060 B. C.) 

測定番号 ：Gak6328 

測 定者 ：木越邦彦

測定試料 ：オキシジミ Cyclinasinensis ( GMELIN) 

採集年月 ：1976年5月6日

採集者 ：松島義章

採集地点 ．横須賀市長沢七軒町三浦海岸 （松島，1976,p. 141武111EclO), 北緯35°

11 '59＂， 東経139o 40 I 5611 

試料の産状 ：七軒町の三非！？海岸沿い， 若山牧水歌碑前には腐植物と員化石を多く 含む青

灰色～暗青色のシルト質粘土層が， 汀線より海抜＋2.5mまでの高さで，しかも長さ約200

mにわたって連続露出する。 試料は連続露頭の北東端にあたる地点より採集した。共産種

には二枚貝が多く ，特にハイガイ Anadaragranosαc LINNE〕，アサリ TaρesjaJうonica
DESHA YES, イセシラガイ Anodontia starnsz・anα OYAMA, ウラカガミ Dosinellα 

ρenicillata (REEVE〕，イヨスダレ Paρhiaundulata ( BoRN），ヒメ シラトリ Macoma 

incongrua ( v. M ARTENs），シズクガイTheoralubrica GouLDなどがみられ，いずれも

両殻が合わさ っており自生堆積を示す（第3図〉。 これらの種はすべて強内湾性指標種で1



第 3図 三浦海岸X2

（武111Ee10）地点
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第2図長浜川上流

左岸 Xl〔武111Ee 

4）地点の露頭
。： Cγassostγeα
gigas ( THUNBE 

RG）マガキ（7940

土230y.B. P〕，海

抜＋8.3m

現在では湾奥部の潮間帯から湖間帯下の砂泥底に生息する。現在の三浦海岸（金田湾〉 は，

東京湾の湾口部に位置し，その貝類群集 （Horikoshi,1962）や打上げ遺i抜群集 （奥谷， 19

54，堀越， 1960）は，弱内湾性種や浅海性極からなり ， 上記の種はほとんどみられない。

したがって，この化石群集の生息していた環境は， 現在の三浦海岸と全く 異っていたこと

を示す。 すなわち， 現在みられるような砂質底の発達する単調な海岸線をもっ聞いた形の

湾ではなし 長浜川沿いに形成されたおぼれ谷の入江で，湾口部の挟まった型の内湾であ

ったといえる。
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2.考察

野比層の14c年代測定は，これまでに2地点3層準で行なわれている（Yonekura,1975; 
松島，1976）。 その測定値は約6500～5000y.B. P.の範囲内にあり ，縄文海進最高期を示

す。ところが今回の測定値2つはどちらも約8000y.B. P.で，縄文海進初期に当る。 Yone-

kura (1975）の測定資料は，長浜川河口に近い埋没波食台上のもので，今回のものは， 前

述のようにおほ、れ谷中のものである。 この2つの年代の遠いを理解するために長浜川沿い

の野比層の層序を再検討する必要がある。

筆者 （松島，1976, 第22図上〉は，海岸に露出する泥層 （Loe.2, EclO）を下部泥層

(NLM），上流の泥層 （Loe.1, Ec4）を上部泥層（NUM），埋没波食台上の砂層を上部砂

層 （NUS）と考えた。 そして上部砂層の±ft積年代と埋没波食台の形成年代は， Yonekura

(1975）の測定値や各層の分布などから， それぞれ約5000y.B. P.と約6500y.B. P.であ

ると判断した。 今回明らかになった測定値には，これらの考えを支持するものと矛盾する

ものとがある。Loe.2 (EclO）の測定値 （8010士230y.B. P.）は，それが下部泥層という

考えと合う。しかし，上部泥層と考えたLoe.1 (Ec4）での測定値 (7940±230y.B. P.）は

Loe. 2と同様に縄文海進初期の年代を示す。 Loe. 1地点の泥層を上部泥層としたのは，

すでに述べたごと く本地点が長浜川上流沿いに位置し， 員化石の産出高度が十8.3mもあ

り， マガキの産出状態やこの地域の海成層の分布状況からみて純文海進最高期の堆積物と

するのが最も合理的である と考えたためである。 しかし， 海成層の上限がマガキの産出位

置より約3m高い十11.5mて。ある と考えられることからみて， 1ffJ進最高期以前の堆積物で

あると推定しても誤りていない。 マガキの生息環境は湾奥部潮間帯，すなわち低湖線より高

い （Amemiya,1928）。Loe.1, 2を同時期のものと し，マガキの産出高度を旧汀線とすれ

ば，Loe.2はLoe.1より約6m低い潮間帯下に位置していたことになる。Loe.2の貝化

石群集はウ ラカガミ ，イ ヨスダレ， シズクガイなどを産出することから潮間帯下のものと

推定され，これと矛盾しない。Loe.1と Loe.2聞に両地点を変位させるよう な活断層は

確認できず，産状やその後の取扱いからみて，試来｜の汚染や測定値自体の問題は考えなく

てもよい。

これらから推察して， 測定年代の示すように Loe.1の泥層は Loe.2と同じ古長浜川

の埋積谷に沈積した縄文海進初期の±ft積物， すなわち下部泥層であると考えた方が良いよ

うである （第4図〉。

この地域は武山断層と北武断層とに挟まれた地塊（Kaneko,1969）で，縄文海進最高期

以後に三浦半島において最も隆起量が大きい （松島，1977b）。 同様に隆起の著しいことで

知られる大磯丘陵南西部の押切川沿いでは，下原層 （下原員層〉が，8760士100～7840土

lOOy. B. P.の年代を示し（米倉ほか，1968〕，しかも，そこは純文海進最高期直前にはす

でに離水していたことが明らかにされている （松島，1977a）。 こうしてみると， 相模湾周

辺で貝化石を含む海成層が高位置にまで露出していて， 隆起量が著しく 大きいと考えられ

る地塊は，沖積段丘を形成し， しかもそれは BP8000年前後の純文海進初期の椛積物で，

海進の最高期以前に離水してしまったといえそうである。
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